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１．はじめに 

 首都高速埼玉新都心線の見沼高架橋は，標準部における橋梁

形式として鋼連続合成少数鈑桁橋を適用し 1)，床版構造は 2 種

類の鋼・コンクリート合成床版（以下，合成床版という）を使

用している．本高架橋で使用した合成床版の耐久性に関しては，

連続合成桁の中間支点部に着目した負曲げ輪荷重走行試験に

よる検証等を行い確認している 2)．本稿では，実施工における

コンクリート充填状況を確認するために実施した成形型鋼タ

イプの合成床版を対象にした非破壊検査（反発硬度法，超音波

探傷法）の適用検討と実橋確認調査の結果を報告する． 

２．コンクリート充填施工試験 

 合成床版の品質は，鋼板パネルの構造およびコンクリートの施工に依存するところが大きく，特に耐荷力，

疲労耐久性など所要の性能を満足するためには，コンクリートが狭隘部等に空隙が生じないように確実に充填

されている必要がある．合成床版のコンクリート充填性は施工要領書に従った適切な施工を行い，そのプロセ

スを管理することによって保証することが基本となっている．本高架橋で使用した合成床版は，良好な品質が

確保される方法をあらかじめ確認しておくために，コンクリートのスランプと内部振動機の振動時間および挿

入間隔に着目したコンクリート充填施工試験を実施し，充填性に問題のないことを確認している．実橋の施工

では，充填施工試験の要領を施工計画に反映してコンクリート施工を行っている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 試験供試体                               (b) 切断面の観察 

写真－1  コンクリート充填施工試験状況 

３．コンクリート充填性の確認 

  前述の負曲げ輪荷重走行試験では，底鋼板面の打音検査を実施したところ比較的広い範囲に打音時の反響音

の違い（異音）があり，試験初期の段階から認められた．これは後に実施した切断面の観察によって充填不良

ではなく剥離であることを確認しているが，このような状況が実橋床版に生じた場合，切断してその断面を確

認することはできないため，単なる剥離か充填不良かの評価が非常に困難となる．そこで，成形型鋼タイプの

合成床版でいくつかの非破壊検査による比較検討を行い，その中で有効と考えられた反発硬度法および超音波

探傷法により，実橋での確認調査を行うこととした． 
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図－1  成形型鋼タイプの合成床版の概念図 
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３－１．反発硬度法 

  反発硬度法はコンクリートの圧縮強度を推定する

方法として広く実用化されているシュミットハンマ

ーを用いて，合成床版の異音発生箇所の底鋼板を打

撃し，その反発硬度の相対差から欠陥の有無を比較

的簡易に検出する方法である．コンクリート充填施

工試験の供試体を用いて，シュミットハンマーによ

る反発硬度を測定した後に底鋼板に孔をあけ，底鋼

板とコンクリートとの隙間を実測した結果，反発硬

度と隙間量には一定の関連性が見られた（図－2）． 

この方法は欠陥が底鋼板側に存在する場合に限られるが，明らかに反発硬度が高い箇所は単なる剥離と考え

られるため，調査の絞り込みにおいて有効な方法であると思われる． 

３－２．超音波探傷法 

成形型鋼タイプの合成床版は，補強リブ形状等のコンクリート内部構造にも関係して，反発硬度法のみでは

充填状況の把握が難しい．そこで，一般にコンクリート構造物の内部欠陥の検査に用いられている弾性波によ

る超音波探傷法により，合成床版内部の調査を行うこととした．供試体を用いた事前検討において，内部に空

隙があった場合は波形に違いが生じることが確認できたことから（図－3），床版上面から反射法による探傷を

行い，コンクリート底面位置での反射エコー（底面エコー）の有無により空隙の確認を行うこととした．実橋

では反発硬度法による調査結果を基にその値が低い箇所に着目し，超音波探傷を行った（写真－2）．超音波探

傷では全ての検査箇所で底面エコーが得られ，コンクリート充填性に問題ないことを確認した．ただし，床版

内部にリブ等の鋼材や鉄筋が在る箇所については底面エコーの判定は困難であることから，鋼材裏側の充填性

の評価については検討すべき課題である． 

     

          (a) 健全部                     (b) 空隙部 

               図－3  超音波探傷による波形の例                        写真－2  実橋での検査状況 

４．まとめ 

 成形型鋼タイプの合成床版のコンクリート充填性に着目して品質確保に関する検討を実施した結果，建設時

の初期健全度に関しては，反発硬度法または超音波探傷法などの非破壊検査による方法が，一定の条件下では

ある程度有効であることを確認することができた．また，将来の維持管理においても，合成床版の健全度や劣

化度を評価する必要が生じると考えられるため，本報告が今後の合成床版の検査時の充填性確認および維持管

理を行う上での一助になれば幸いである． 
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   図－2  反発硬度と隙間量の関係 
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